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る時には三角A型配列が,タが正で,とが負または小さな正の値をとる時には三角B型配列が,

最も安定な配列として得られた｡
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1. チョコラルスキー法による希土類化合物の純良化とその電子

構造の研究

2. 酸化物高温超伝導体の超伝導の発現機構に関する実験的研究

(酸化物高温超伝導性の熱伝導度 )

3.X線セクショントポグラフ図形の計算機シミュレーション

ーFZ-Si結晶中の歪み中心の評価-

4.放射光による高次反射セクショントポグラフ法とその応用

5.X線二結晶法によるシリコン結晶中の格子歪みの研究

6. マイクロ波分光によるメチルアミン分子の研究

7. 電波 ･遠赤外領域におけるメチルアルコール分子の遷移強度

の研究

8.広掃引レーザーシュタルク分光による分子スペクトルの研究
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1. チョコラルスキー法による希土類化合物の純良化と

その電子構造の研究

梅 原 出

高 い 近 藤 温 度 (約 100K) を 有 す る 高 濃 度 近 藤 物 質 CeNiと そ の 参 照

物 質 で あ る LaNiを チ ョ コ ラ ル ス キ ー 法 と 固 相 電 解 法 を 組 み 合 わ せ る

こ と で 純 良 化 し ､ 横 磁 気 抵 抗 効 果 に よ っ て ､ 電 子 構 造 の 研 究 を 行 な

っ た ｡
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っ て ､CeNiお よびLaNiの単 結 晶 を作 製 し､ さ らに ､ I-0~lOtorr 台.の

超 高 真 空 中 で ､ 固 相 電 解 に か け た ｡ そ の結 果 ､ 残 留 抵 抗 比 がCe_Ni､L

aNi そ れ ぞ れ で 最 高 180､205の純 良 単 結 晶 を得 る こ とに成 功 した ｡

こ の 純 良 単 結 晶 を用 いて ､横 磁 気 抵 抗 を測 定 した ｡ そ の結 果 ､Ce

Ni､LaNi は と もにcompensated netal で あ る こ と､ たが いの フ ェル

ミ面 0.形 は よ く似 て い て ､ b軸 方 向 に は 閑 軌 道 の 存 在 す る こ とが 分▲

か っ た ｡

ま た ､ 希 土 類 を含 む ホイ ス ラ ー化 合 物 RECu2In(RE;La.Ce.Pr,Ⅳd.

sm) の 単 結 晶 を チ ョコ ラル スキ ー法 に よっ て 作 製 し ､̀ そ の電 気 的 ､

磁 気 的 性 質 の 研 究 を行 な っ た｡

そ の 結 果 ､CeCu之In は高 濃 度 近 藤 物 質 で あ る こ と､ す べ て の 化 合

物 で 41.2K以 上 に磁 気 転 移 は存 在 しな い こ と､希 土 鶏 イ オ ンは 3価 で

あ る こ とが分 か っ た ｡

2.酸化物高温超伝導体の超伝導の発現機構に関する実験的研究
(酸化物高温超伝導体の熱伝導度)

笹 川 正 浩

Ⅰ 本研究の目的 : 酸化物高温超伝導の発現機構を明らかにするための多くの研究が

世界各回で努力的に行われている｡本研究はこの酸化物高温超伝導体における熱伝導度
cL)温度依存性fe(T)と磁場依存性jC(Il)を実験測定し､その伝導の散乱機構を明らかにし
て発現機構を考える手紺かりを得ることを目的としている｡
Ⅱ 測定対象とした酸化物試料 : 超伝導臨界温度Tcが90K級のいわゆるY系と呼ばれ
ている.CdBa2Cu307.1･;(GBCO)とYBa2Cu3-07-I,(YBCO7),Y系である
が超伝導を示さない.YBa2Cu306.26(YBCO6),および､我国で初めて発見され
たTcが115K級のY系とは異なるBi系のBi7Pb3Ca18Sr18Cu150x (B卜Pb)の4個
である｡
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